
（1）　第４３２号

令和３年８月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４３２

中
・
高
な
ぎ
な
た
部

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
29
回
全
国
中
学
生
な
ぎ
な
た
大
会

時　

７
月
24
・
25
日　

於　

鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

２
大
会
連
続
優
勝

〈
演
技
競
技
の
部
〉

佐
々
木
璃
子（
中3-1
四絡
）・
神
野
真
輝（
中3-1
北陽
）３回

戦
敗
退

〈
個
人
試
合
の
部
〉
神
野
真
輝　

３
位
入
賞

〈
団
体
試
合
の
部
〉

決
勝　

本
校　

２

－

１　
与
那
原
中
学
校（
沖
縄
）

優
勝

【
出
場
メ
ン
バ
ー
】

中
島
千
絢（
中3-2
大社
）・
佐
々
木
・
神
野

○
大
会
総
評

　

今
大
会
で
は
演
技

は
３
回
戦
敗
退
で

あ
っ
た
が
、
個
人
試

合
で
神
野
が
３
位
入

賞
、
団
体
で
は
２
大

会
連
続
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
大
会
で
あ
り
、

ど
の
チ
ー
ム
も
充
分

な
練
習
が
で
き
な
い

中
、
本
校
の
選
手
達
は
普
段
か
ら
高
校
生
と
練

習
が
で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
、
大
会

卓　

球　

部

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

８
月
12
〜
17
日　
　

於　

富
山
市
総
合
体
育
館

ダ
ブ
ル
ス
で
過
去
最
高
成
績

を
収
め
る

〈
男
子
団
体
〉
ベ
ス
ト
16

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

３
回
戦
敗
退　

原
田
哲
多（
3-4
北陵
）

２
回
戦
敗
退　

杉
浦
大
和（
2-2
北陵
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤
卓
斗（
1-4
北陵
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉　

７
位　

原
田
哲
多
・
杉
浦
大
和　

組

３
回
戦
敗
退

　
　

山
本
淳
史（
2-3
穴生
）・
小
川
さ
く
ら（
1-1
平野
）　

組

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
と
シ
ン
グ
ル
ス
は
全
国
の
厚
い
壁
に

阻
ま
れ
上
位
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

ダ
ブ
ル
ス
で
原
田
・
杉
浦
組
が
本
校
と
し
て
は

初
め
て
と
な
る
８
強
入
り（
ラ
ン
キ
ン
グ
７
位
）

を
果
た
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
通
常
の
強
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
消
化
で
き
ず
、

多
く
の
不
安
要
素
を
抱
え
た
中
で
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
あ
っ
た
が
、
選
手
は
最
後
ま
で
粘
り
強

く
戦
い
、
島
根
県
代
表
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
は
来
年
３
月
の
全
国
選

抜
大
会
に
向
け
て
更
に
厳
し
い
練
習
に
取
り
組

み
、
心
技
体
智
の
す
べ
て
を
向
上
さ
せ
て
い
き

た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

2
年
振
り
の
大
会
開
催

全
国
の
舞
台
で
中
高
生
が
奮
闘
！

2
年
振
り
の
大
会
開
催

全
国
の
舞
台
で
中
高
生
が
奮
闘
！

７位入賞の原田哲多（右）・杉浦大和（左）

へ
挑
む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
事
に
感
謝
し
、

今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

井
上
美
代
）

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

８
月
９
〜
12
日　
　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園
体
育
館

個
人
５
位
入
賞
を
果
た
す

〈
演
技
競
技
の
部
〉

廣
瀨
米
香（
1-5
北陵
）・
杉
山
華
織（
3-5
出三
）

　
　
　
　
　
　
　
　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

橋
垣
苺
佳（
1-3
斐西
）・
高
野
杏
夏（
2-4
松一
）

　
　
　
　
　
　
　
　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

〈
個
人
試
合
の
部
〉

杉
山
華
織　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

高
野
杏
夏　

５
位
入
賞

〈
団
体
試
合
の
部
〉　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

○
大
会
総
評

　

演
技
・
団
体
は
予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
な
っ
た

が
、
個
人
試
合
で
は
２
年
の
高
野
が
５
位
入
賞

を
果
た
し
た
。

　

一
年
近
く
、多

く
の
大
会
が
中

止
と
な
り
、な
か

な
か
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
保
て
な
か
っ
た
中
、
今
回
の
入
賞
は

大
き
な
糧
と
な
っ
た
。
今
大
会
の
経
験
を
生
か

し
、
今
後
も
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
う
。
応
援

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
顧
問　

井
上
美
代
）

５位入賞の高野杏夏

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
28
〜
31
日　
　
　
　
　
　
　

於　

石
川
県
立
能
登
健
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
出
場
選
手
】

神
田
好
太
郎（
3-2
浜田東
）・
岩
崎
遥
平（
2-5
出一
）

２
回
戦　

④

－

１　

和
歌
山
県
ペ
ア

３
回
戦　

１

－

④　

岩
手
県
ペ
ア

○
大
会
総
評

　

神
田
・
岩
崎
ペ
ア
が
個
人
戦
に
出
場
し
た
。残

念
な
が
ら
３
回
戦
敗
退
と
な
り
、
２
日
目
に
残

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
と
経

験
を
生
か
し
、
新
チ
ー
ム
で
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
24
〜
30
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ　
ア
オ
ー
レ
長
岡（
新
潟
県
）

１
回
戦

本
校　

80

－

101

秋
田
県
立
能
代
科
学
技
術
高
校

○
大
会
総
評

　

秋
田
県
代
表
の
能
代
科
学
技
術
高
校（
旧
能

代
工
業
高
校
）
と
対
戦
し
た
。

　

前
半
は
本
校
の
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
が
遂
行
で
き
、

40
対
45
と
５
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
で
折
り
返
す
こ
と

が
で
き
た
。後
半
勝
負
に
持
ち
込
み
、体
格
で
劣

る
面
を
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
の
プ
レ
イ
で
補
お
う
と

し
た
が
、
要
所
で
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
ら
ず
、
残

念
な
が
ら
敗
退
し
た
。

し
か
し
、
選
手
達
は
島
根
県
代
表
と
し
て
堂

々
と
戦
い
、
全
国
の
舞
台
で
出
雲
北
陵
の
ひ
た

む
き
な
心
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

大
会
出
場
に
あ
た
り
、
理
事
長
先
生
、
校
長

先
生
を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
、
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
、
保
護
者
の
皆
様
か
ら
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
顧
問　

手
島
幹
人
）



第４３２号　（2）

美　

術　

部

第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

美
術
・
工
芸
部
門

　

７
月
31
日
と
８
月
１
日
に
和
歌
山
県
の
県
立

近
代
美
術
館
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
に
、
本
校
か
ら
２
名
の
美
術
部
員
が
参
加
し

た
。
各
都
道
府
県
代
表
の
美
術
・
工
芸
作
品

が
展
示
さ
れ
、
レ
ベ
ル

の
高
い
作
品
を
鑑
賞
し
、

大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

８
月
１
日
に
は
交
流
会

が
開
か
れ
、
備
長
炭
を

用
い
た
箸
置
き
を
制
作

し
、
全
国
の
高
校
生
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
参
加
者
】

山
﨑
あ
か
り（
3-6 

湖陵
）、
山
根
麻
由
美（
2-6 

出三
）

 

（
顧
問　

石
倉　

正
）

写　

真　

部

第
45
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭 

写
真
部
門

優
秀
賞
＆
朝
日
新
聞
社
賞
Ｗ
受
賞
！

全
国
５
位
入
賞
の
快
挙
！

　

８
月
１
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
和
歌
山
県
で

行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
大
江
日
向

人（
3-4 

北陵
）、高
橋
友（
3-3 

平田
）
が
出
品
し
、高
橋
友

の
作
品
「
休
憩
中
」
が
優
秀
賞
・
朝
日
新
聞
社

賞
を
受
賞
し
た
。
同

賞
は
出
品
総
数
307
点

中
の
５
位
入
賞
に
相

当
す
る
特
別
な
賞
で

あ
る
。
島
根
県
勢
と

し
て
は
、
２
０
０
７

年
の
島
根
大
会
以
来
、

14
年
ぶ
り
と
な
る
受

賞
と
な
っ
た
。
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

 

（
顧
問　

村
上　

学
）

写
真
甲
子
園
２
０
２
１
本
戦
大
会

優
秀
賞
！
全
国
３
位
入
賞
！

　

第
28
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大

会
「
写
真
甲
子
園

2
0
2
1
」
に
お

い
て
、
大
江
日
向

人（
3-4 

北陵
）、
高
橋
友

（
3-3 

平田
）、
藤
原
香
織

（
3-3 

大社
）
の
３
名
が
本

戦
大
会
に
出
場
し
た
。

大
会
初
と
な
る
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
対
戦
で
、

撮
影
条
件
も
こ
れ
ま

で
と
異
な
り
非
常
に
厳
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
が
、

お
蔭
様
で
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
、
全
国
３
位

入
賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
全
国
優
勝
の

頂
は
想
像
以
上
に
高
か
っ
た
が
、
本
気
で
頂
点

を
目
指
し
最
後
ま
で
戦
い
抜
い
た
選
手
達
を
誇

り
に
思
う
。
ま
た
日
頃
か
ら
本
校
写
真
部
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

（
顧
問　

村
上　

学
）

な
ぎ
な
た
部

第
76
回
国
民
体
育
大
会
な
ぎ
な
た
競
技

 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

時　

７
月
18
日　
　
　

於　

白
梅
総
合
体
育
館

１
位　

４
勝
０
敗

結
果
、
三
重
県
で
行
わ
れ
る
本
国
体
へ
の
出
場

権
を
獲
得

【
出
場
選
手
】
杉
山
華
織（
3-5 

出三
）・
高
野
杏
夏

（
2-4 

松一
）・
廣
瀨
米
香（
1-5 

北陵
）

○
大
会
総
評

　

全
勝
し
１
位
で
国

民
体
育
大
会
出
場
権

を
獲
得
し
た
。
こ
れ

か
ら
成
年
選
手
と
と

も
に
国
体
で
の
活
躍

を
胸
に
稽
古
に
励
み

た
か
っ
た
が
、
国
体

は
中
止
と
な
り
残
念

で
あ
る
。

 （
顧
問　

井
上
美
代
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

国
体
最
終
選
考
会

時　

８
月
６
日　
　
　

於　

松
江
市
営
庭
球
場

〈
18
歳
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

１
回
戦

石
川
泰
丞
・
久
佐（
浜
田
）
組

　

０

－

②　

大
田
・
田
中 

組（
広
島
国
際
学
院
）

橋
本
脩
平（
3-1 

河南
）・
土
江
裕
貴（
2-1 

斐東
）
組

　

０

－

②　

岩
本
・
近
藤 

組（
山
口
テ
ニス
ア
カ
デ
ミ
ー
）

○
大
会
総
評

　

レ
ベ
ル
の
高
い
中
国
大
会
で
格
上
相
手
に
奮

闘
し
た
が
、
勝
ち
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
橋
本
と
土
江
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
中
国

大
会
で
あ
り
、
良
い
経
験
が
で
き
た
。
こ
の
貴

重
な
経
験
を
新
チ
ー
ム
に
還
元
し
、
個
々
で
も

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
欲
し
い
。

 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

野　

球　

部

第
103
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
島
根
大
会

時　

７
月
18
･
21
日

於　

松
江
市
営
球
場

２
回
戦

浜
田
商
業　

０
０
０
０
０
１
０
１
０　

２

本　

校　

１
０
０
２
０
０
２
０
×　

５

３
回
戦

本　

校　

０
０
０
０
２
０　

２

浜　

田　

７
０
１
１
３
×　

12

○
大
会
総
評

　

今
大
会
に
向
け
て
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
臨
ん
だ
が
、

３
回
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
３
年
生

を
中
心
に
ま
と
ま
り
が
あ
り
、

見
て
い
る
人
や
地
域
の
方
々

に
応
援
い
た
だ
け
る
チ
ー
ム

と
な
っ
た
。
日
々
成
長
し
て

い
く
選
手
達
の
姿
は
多
く
の

感
動
を
生
み
出
し
て
く
れ
た
。

３
年
生
の
姿
を
近
く
で
見
て

い
た
後
輩
達
が
更
に
出
雲
北

陵
野
球
部
を
大
き
く
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
多
く
の
保
護
者
、

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
関
係
の
皆
様

に
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

畑　

宗
一
郎
）

【
参
加
者
】

神
田
好
太
郎
、
岩
崎
遥
平
、
木
村
蔵
人
、
青
木

快
生
、
川
角
悠
太
、
陰
山
晃
成

　

本
校
か
ら
は
６
名
が
最
終
選
考
会
に
出
場
し

た
。
結
果
、
神
田
と
岩
崎
が
県
代
表
に
選
出
さ

れ
た
が
、
10
月
に
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
国
体
は
中
止
と
な
っ
た
。

Ｕ
17
・
20
島
根
県
選
考
会

時　

８
月
８
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

Ｕ
17
・
Ｕ
20
の
選
考
会
が
開
催
さ
れ
72
名
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
２
名
の
代
表
枠
を
争
っ
た
。

　

結
果
、
Ｕ
17
に
岩
崎
遥
平
、
Ｕ
20
に
神
田
好

太
郎
が
選
ば
れ
、
８
月
末
に
広
島
で
開
催
さ
れ

る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
考
会
へ
の
出
場
が
決
定
し

た
。 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

陸
上
競
技
部

第
76
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

 

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

時　

７
月
17
・
18
日　
　

於　

松
江
市
陸
上
競
技
場

少
年
共
通
三
段
跳　

６
位　

柳
谷
怜
映（
3-2 

東出雲
）

　
　
　
　
　
　
　
　

７
位　

玉
木
涼
舜（
2-4 

向陽
）

少
年
Ｂ
100
ｍ　
　
　

４
位　

原
田
律
紀（
1-1 

出三
）

少
年
Ａ
3000
ｍ　
　
　

８
位　
小
瀧
愛
結
美（
3-5 

北陵
）

○
大
会
総
評

　

前
半
シ
ー
ズ
ン
の
締
め
の
大
会
と
し
て
10
名

が
出
場
し
た
。
総
体
後
も
果
敢
に
記
録
に
挑
戦

し
た
３
年
生
に
と
っ
て
は
集
大
成
の
大
会
と
な

り
、１
・
２
年
生
は
初
レ
ー
ス
と
な
っ
た
選
手
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
今
後
は
、
主
将
の
玉
木
を

中
心
に
、
ま
ず
は
新
人
戦
で
決
勝
進
出
を
果
た

し
、
久
し
く
出
場
が
遠
ざ
か
っ
て
い
る
中
国
新

人
陸
上
へ
の
出
場
を
目
指
し
た
い
。

 

（
顧
問　

別
所
美
喜
子
）

テ

ニ

ス

部

中
国
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

時　

７
月
20
・
21
日

於　

安
来
運
動
公
園

〈
18
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦

石
川
泰
丞（
2-2 

北陵
）０

－

② 
郷
坪（
岡
山
理
大
附
）

会場にて

表彰を受ける高橋友

写真甲子園 2021 本戦出場選手

中国ブロック予選を１位通過したメンバー



（3）　第４３２号

吹

奏

楽

部

中
国
大
会
で
金
賞
受
賞

６
大
会
連
続
14
回
目
の
全
国
大
会
出
場
決
定

第
62
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
国
大
会

時　

８
月
20
日　
　
　
　
　
　
　

於　

島
根
県
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
大
会
が
中
止
と
な
り
、
生
徒
達
は
卒

業
し
て
い
っ
た
先
輩
達
の
想
い
も
背
負
い
な
が

ら
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
練
習
に
励
ん
だ
。

　

課
題
曲
・
自
由
曲
と
も
に
難
易
度
の
高
い
曲

で
、
練
習
で
は
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。
臨
ん

だ
本
番
で
は
、
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

年
々
中
国
地
区
の
レ
ベ
ル
は
高
く
な
り
、
ど

の
団
体
が
全
国
大
会
へ
推
薦
さ
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
ほ
ど
の
好
演
奏
が
続
い
た
。
そ
う
し
た

中
で
本
校
は
、
高
い
評
価
を
得
て
金
賞
を
受
賞

し
、
目
標
と
し
て
い
た
６
大
会
連
続
14
度
目
と

な
る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

全
国
大
会
で
は
島
根
県
、
中
国
地
区
の
代
表

と
し
て
更
に
良
い
演
奏
・
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
献
身
的
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
保
護
者

の
皆
様
を
は
じ
め
、
卒
業
生
や
関
係
者
の
方
々

に
対
し
、
部
員
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。 

（
顧
問　

原
田　

実
）

第
62
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大
会

於　

グ
ラ
ン
ト
ワ

【
高
等
学
校
フ
リ
ー
の
部
】

日
時　

７
月
31
日

曲
目　

S
tra
ng
e H
um
ors

／
Ｊ
．
マ
ッ
キ
ー

　

金
賞

【
高
等
学
校
Ａ
の
部
】

日
時　

８
月
１
日

曲
目　

課
題
曲

：

Ⅴ　
吹
奏
楽
の
た
め
の
「
幻
想
曲
」

　
　
　
　
　
　
　

－

ア
ル
ノ
ル
ト
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
讃

　
　
　
　
　
　
　

／
尾
方
凜
斗

　
　
　

自
由
曲

：

デ
ュ
オ
ニ
ソ
ス
の
祭
り

　
　
　
　
　
　
　

／
Ｆ
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト

　

金
賞　

中
国
大
会
出
場
決
定

４　

位　

山
﨑
颯
斗
さ
ん（
大
社
中
）

５　

位　

長
瀬
愛
瞳
さ
ん（
出
雲
二
中
）

正
確
賞　

長
瀬
愛
瞳
さ
ん

第
53
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定

第
53
回 

全
国
高
等
学
校
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定

時　

８
月
８
日　

於　

本
校
調
理
室

〈
１
級
合
格
者
〉
藤
原
香
織（
3-3 

大社
）

学
校
周
辺
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実
施

学
校
周
辺
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実
施

教
職
員
に
よ
る

教
職
員
に
よ
る

　

７
月
21
日
に
今
年

度
１
回
目
と
な
る
教

職
員
に
よ
る
奉
仕
活

動
を
実
施
し
た
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止

の
面
か
ら
、
こ
の
活
動
は
中
止
と
な
っ
た
が
、

今
回
は
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
校
地
周
辺
の

溝
掃
除
や
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
な
ど
を

行
っ
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
と
な
っ
た
が
、
日

頃
の
掃
除
で
は
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
き
れ

い
に
な
り
、
気
持
ち
の
よ
い
環
境
と
な
っ
た
。

校
内
教
職
員
研
修
会

　

８
月
18
日
に
校
内
教
職
員
研
修
会
を
黎
明
ホ

ー
ル
に
て
行
っ
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
一
学
期
に
一
か
月
近
い
休
校
が

あ
っ
た
た
め
、
夏
休
み
期
間
が
短
く
な
り
、
研

修
会
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

　

二
年
ぶ
り
の
研
修
会
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研

修
、
人
権
・
同
和
教
育
研

修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
研
修
な

ど
、
充
実
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

　

各
教
員
と
も
、
今
後
の

学
校
運
営
に
役
立
て
た
い

と
積
極
的
に
研
修
に
取
り

組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

合　

唱　

部

両
大
会
で
中
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
定

第
60
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大
会

時　

８
月
８
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル

　

高
等
学
校
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
金
賞
を
受

賞
、
中
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
り
な
が
ら
、
無
事
に
コ
ン
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
、
沢
山
の
聴
衆
の
前

で
歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

課
題
曲
で
は
、
無
伴
奏
な

ら
で
は
の
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
響
か
せ
た
。
自
由
曲

は
難
曲
で
あ
っ
た
が
、
生
徒

達
は
休
み
を
返
上
し
て
練
習

に
励
み
、
仕
上
げ
て
い
っ
た
。

　

課
題
は
多
く
残
っ
て
い
る

が
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
て

る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
け
た
の
で
、
こ
の
反
省

を
生
か
し
て
更
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

（
顧
問　

齋
藤
茉
耶
花
）

 

第
88
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
コ
ン
ク
ー
ル

時　

８
月
20
日　
　

於　

大
田
市
民
会
館

　

金
賞
を
受
賞
し
て
全
日
本

合
唱
に
続
き
、
10
月
に
行
わ

れ
る
中
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
入
れ
た
。
昨
年
の
課
題

曲
で
あ
っ
た
「
彼
方
の
ノ
ッ

ク
」
を
２
年
越
し
で
歌
い
継

い
だ
。
自
由
曲
に
は
三
宅
悠

太
さ
ん
作
曲
の
「
ひ
と
め
ぐ

り
」
を
演
奏
し
た
。
２
曲
と

も
様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
作

品
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界

観
や
情
景
を
表
現
で
き
る
よ

う
に
練
習
に
打
ち
込
ん
だ
。
生
徒
達
は
集
中
し

て
今
で
き
る
最
大
限
の
演
奏
を
し
、
こ
の
よ
う

な
結
果
を
残
し
て
く
れ
た
。
次
へ
の
舞
台
に
向

け
、
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
演
奏
を
目
指
し

た
い
。 

（
顧
問　

齋
藤
茉
耶
花
）

第

回
教
官
演
奏
会

第

回
教
官
演
奏
会

242５時　

７
月
16
日　
　
　
　
　
　
　

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

白
の
ホ
ー
ル

　

恒
例
と
な
っ
た
教
官
演
奏
会
を
「
ビ
ッ
グ
ハ

ー
ト
出
雲
」
の
白
の
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
ピ
ア
ノ
独
奏
２
名
、
ピ
ア
ノ
デ
ュ

オ
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
独
奏
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
独
奏
、
打
楽
器
独
奏
に
よ
る
７

演
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
し
た
。
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
が
続
き
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
は
温
か
い
拍
手

を
い
た
だ
い
た
。

第
21
回

い
ず
も
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

時　

８
月
20
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

本
年
で
21
回
目
と

な
る
中
学
生
を
対
象

と
し
た
い
ず
も
ア
ー

ト
コ
ン
ク
ー
ル
が
本

校
で
行
わ
れ
た
。
今
回

は
15
校
か
ら
計
21
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

　

最
優
秀
賞　

高
木
晴
加
さ
ん（
大
社
中
）

　

優
秀
賞　

島
津
晴
夏
さ
ん（
旭
中
）

　
審
査
員
特
別
賞　

三
輪　

旬
さ
ん（
平
田
中
）

　
　
　
　
　
　

陶
山
和
夏
さ
ん（
三
刀
屋
中
）

　
　
　
　
　
　

中
山
陽
菜
さ
ん（
河
南
中
）

中
学
生
ワ
ー
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

中
学
生
ワ
ー
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト

第
19
回

第
19
回

時　

８
月
20
日

【
参
加
校　

２
校　

参
加
者　

15
名
】

　

今
年
度
の
中
学
生
ワ
ー
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
に
、

15
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
さ
れ
、
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
テ
ス
ト
と

な
っ
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

１　

位　

吉
田
開
翔
さ
ん（
大
社
中
）

２　

位　

梶
谷　

丞
さ
ん（
大
社
中
）

３　

位　

大
野
祐
平
さ
ん（
大
社
中
）

入賞された皆さん



第４３２号　（4）

学
校
開
放
美
術
講
座

令
和
三
年
度

出
雲
北
陵
高
等
学
校

令
和
三
年
度

出
雲
北
陵
高
等
学
校

時　

７
月
29
日　

於　

本
校
美
術
棟

　

令
和
３
年
度
の
学
校

開
放
美
術
講
座
が
行
わ

れ
た
。
素
描
と
デ
ザ
イ

ン
の
講
座
に
７
校
の
中

学
校
か
ら
11
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。
素
描
は
木

炭
を
使
用
し
て
絵
画
の

基
本
で
あ
る
形
や
影
を
正
確
に
描
く
練
習
を
行

い
、
デ
ザ
イ
ン
は
果
物
を
使
っ
た
平
面
構
成
を

行
っ
た
。
参
加
者
は
皆
、
集
中
し
て
約
２
時
間

の
実
技
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
上
達
が
伺

え
実
り
あ
る
講
習
に
な
っ
た
。

　

次
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く
の

方
に
受
講
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
う
。

中
学
校

卓　

球　

部

第
46
回
中
国
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

時　

８
月
６
〜
８
日　
　
　
　
　
　
　

於　

Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ａ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

【
男
子
団
体
】

第
２
位
（
９
大
会
連
続
11
回
目
と
な
る
全
中
出

場
決
定
）

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

優
勝　

小
野
泰
和　

創
部
初

○
大
会
総
評

　

チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
厳
し
い
戦

い
を
勝
ち
抜
き
、

団
体
・
シ
ン
グ
ル

と
も
に
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
特
に
小
野

は
創
部
初
と
な
る
シ
ン
グ
ル
ス
で
の
優
勝
を
果

た
し
、
一
際
目
立
つ
活
躍
を
見
せ
た
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

素描の様子

第
55
回
島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
20
・
21
日　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉

優
勝（
６
大
会
連
続
９
回
目
）

〈
男
子
個
人
〉

優
勝　

小
野
泰
和（
中3-1
鏡山
）

３
位　

濵
田
都
希（
中3-2
浜村
）、
三
好
蒼
空（
中1
岩倉
）

○
大
会
総
評

　

一
昨
年
の
夏
以

来
と
な
る
県
大
会

で
の
優
勝
と
な
っ

た
。
３
年
生
は
こ

れ
ま
で
悔
し
い
思

い
を
続
け
て
き
た

だ
け
に
大
変
喜
ば

し
い
結
果
と
な
っ

た
。
こ
の
結
果
を
自
信
と
し
、
中
国
大
会
も

頑
張
っ
て
欲
し
い
。
（
顧
問　

相
場
翔
太
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
55
回
島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
25
〜
27
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

一
回
戦　

本
校　

67

－

55

浜
田
三

準
々
決
勝　

本
校　

49

－

95

大　

東

　

ベ
ス
ト
８
（
15
年
ぶ
り
）

○
大
会
総
評

　

目
標
と
し
て
い
た

県
総
体
ベ
ス
ト
８

を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。
大
東
中
戦
で

は
、
前
半
粘
り
強
く

戦
っ
た
が
、
力
及
ば

ず
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
３
年
生
は

最
後
ま
で
諦
め
ず
に

戦
い
抜
い
た
と
思
う
。

ご
声
援
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

優勝した小野選手

２
０
２
１
出
雲
市
中
学
生

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

時　

８
月
７
日　
　
　

於　

斐
川
第
一
体
育
館

一
回
戦　

本
校　

65

－

11

湖　

陵

準
決
勝　

本
校　

58

－

26

出
雲
一

決
勝
戦　

本
校　

40

－

31

出
雲
二

優
勝

○
大
会
総
評

　

少
な
い
人
数
な
が

ら
３
試
合
戦
い
抜
き

優
勝
で
き
た
こ
と
は
、

選
手
達
の
自
信
に
な

っ
た
と
思
う
。ご
声
援

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
55
回
島
根
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

時　

７
月
25
〜
27
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

一
回
戦　

本
校　

57

－

49

高
津

二
回
戦　

本
校　

45

－

56

湖
東

　

ベ
ス
ト
８

○
大
会
総
評

　

一
回
戦
の
高
津
中
と
の
試
合
で
は
、
第
三
ピ

リ
オ
ド
ま
で
リ
ー
ド
す
る
も
、
第
四
ピ
リ
オ
ド

同
点
に
追
い
つ
か
れ
た
。
し
か
し
、
粘
り
強
さ

を
見
せ
延
長
戦
を
制
し
た
。
続
く
二
回
戦
で
は
、

前
半
か
ら
相
手
チ
ー
ム
に
リ
ー
ド
さ
れ
、
追
い

か
け
る
展
開
が
続
い
た
。
随
所
に
本
校
ら
し
い

プ
レ
イ
が
見
れ
、
個
々
の
良
さ
を
存
分
に
発
揮

し
た
が
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
選

手
達
は
精
一
杯
の
試
合
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

当
日
は
保
護
者
の
方
か
ら
応
援
を
し
て
い
た
だ

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

テ

ニ

ス

部

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
中
国
予
選

時　

７
月
18
日　
　
　

於　

び
ん
ご
運
動
公
園

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

一
回
戦

北
脇
正
梧（
中3-2
北陽
）・
内
藤
亮
輔（
中3-1
北陽
）
組

　

⑥

－

３　

畚
野
・
岩
崎
組（
山
口
・
山
の
田
中
）

二
回
戦

北
脇
正
梧
・
内
藤
亮
輔
組

０

－

⑥　

廣
友
・
廣
友
組（
岡
山
・
北
陵
中
）

○
大
会
総
評

初
め
て
の
中
国
大
会

で
、
初
戦
突
破
し
た
こ

と
は
か
な
り
自
信
に

な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

２
回
戦
は
第
２
シ
ー

ド
に
敗
退
し
た
が
、
相

手
と
の
差
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

「
夏
休
み
学
習
応
援
教
室
」
開
催

「
夏
休
み
学
習
応
援
教
室
」
開
催

時　

８
月
２
・
３
日

　

８
月
２
日
・
３
日
、
北
陵
ホ
ー
ル
や
各
教
室

を
利
用
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
土
器
作
り
、
読
書
感

想
文
作
成
、
ミ
ニ
水

族
館
作
り
、
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
作
り
、
多
面

体
作
り
と
い
っ
た

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

市
内
の
小
学
生
に

多
数
参
加
い
た
だ

き
、
勉
強
に
取
り
組

ん
だ
り
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
た
。

　

両
日
と
も
賑
や

か
な
１
日
と
な
っ

た
。

団体戦優勝メンバー
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2021年 秋のオープンキャンパス 日
程9/25土

＊筆記用具、上履き、下足用袋、飲み物、弁当（必要な人）を持参してください。
＊当日はランチルームの大サービス！(営業時間10:30～13:30）（カレーライス ￥100、ラーメン ￥100、うどん ￥100など）

受験講座（９：40～10：30　50分）
教　科　名 テ　ー　マ 内　　容
国　語

過去問にチャレンジ！ 本校の過去の入試問題を使って、傾向と対策を詳しく解説します。
数　学
英　語
理　科
社　会

部活動見学（10：45～14：30）＊部活動についての上記実施時間は予定です。実施時間の変更、あるいは当日試合等がある場合もあります。
部　活　動　名 実施時間 場　　所 備　　考

男子バスケットボール部 12:30~14:30 体育館 体験入部・相談会
中高女子バスケットボール部 10:45~12:30 体育館 体験入部・相談会
女子バレーボール部 10:45~12:30 体育館 体験入部・相談会
中高サッカー部 10:45~12:30 第１グラウンド 体験入部・相談会
中高テニス部（男女） 10:45~12:30 テニスコート 体験入部・相談会
女子ソフトテニス部 10:45~12:30 ソフトテニスコート 体験入部・相談会
男子ソフトテニス部 10:45~12:30 ソフトテニスコート 体験入部・相談会
野球部 10:45~12:30 第１グラウンド 体験入部・相談会
中高陸上競技部 10:45~12:30 第２グラウンド 体験入部・相談会
中高なぎなた部 10:45~12:30 黎明館1F 体験入部・相談会
卓球部 10:45~11:30 黎明館2F 体験入部・相談会
写真部 11:30~12:30 ２１６Ｒ 体験入部・相談会
ダンス同好会 10:45~12:30 中高棟ホール 体験入部・相談会

その他の行事
行　事　名 実施時間 場　　所 備　　考

吹奏楽部体験入部 10:45~12:30 黎明ホール ※別途に実施要項あり。
合唱部体験入部 10:45~12:30 音楽室
美術受験講座 10:45~12:30 美術棟 持参物：鉛筆（3B､ HB､ 2H 程度）消しゴム、カッターナイフ
入学相談 9:00~14:00 図書室 事前申込は必要ありません。保護者の方もＯＫです。

高等学校授業体験（８：45～９：25　40分）
教　科　名 テ　ー　マ 内　　容
国　語 漢字の成り立ちと漢文入門 漢文の基礎を分かりやすく指導します。
数　学 数学Ｂにチャレンジ 数学Ｂ（数列分野）の基礎的内容を勉強します。
英　語 高校英文法に挑戦 ３つの完了形（現在・過去・未来）に取り組み基本事項を確認します。

理科（生物） 高校生物を体験しよう 遺伝子のモデル実験を通して、高校生物の内容に触れます。
社会（地理・歴史） 社会科って面白い！ 故郷の地理・歴史を通して社会科の楽しさを再確認します。

行　事　名 実施時間 対　　象 定　　員 持ち物 事前申込
実力診断テスト「国語にチャレンジ」 18:50~19:30 ６年 30名程度 筆記用具 必要
実力診断テスト「算数にチャレンジ」 19:40~10:20 ６年 30名程度 筆記用具・コンパス・定規 必要
実力診断テスト「英語にチャレンジ」 10:30~11:10 ６年 30名程度 筆記用具 必要
これが北陵中の特色です！ 11:20~11:40 ５・６年 不要
ジョシュア先生と英語でゲームしよう！ 13:00~13:30 ５・６年 20名程度 筆記用具 必要
授業体験「社会」 13:40~14:10 ５・６年 30名程度 筆記用具 必要
授業体験「理科」 14:20~14:50 ５・６年 15名程度 筆記用具 必要
入学相談 19:00~16:00 ５・６年と保護者の方 不要

中学校

部　活　動　名 実施時間 場　　所 対　　象 事前申込
中学野球部 18:40~11:00 第１グラウンド

５・６年生 不要

中高サッカー部 10:45~12:30 第１グラウンド
中学男子バスケットボール部 18:40~11:00 体育館
中高女子バスケットボール部 10:45~12:30 体育館
中高陸上競技部（見学のみ） 10:45~12:30 第２グラウンド
中高なぎなた部（見学のみ） 10:45~12:30 黎明館１階
中学卓球部 18:40~11:00 黎明館２階
中高テニス部 10:45~12:30 テニスコート
中高ダンス同好会 10:45~12:30 中高棟 北陵ホール

中学校（部活動体験・見学）

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

時　

８
月
20
日

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
年
は
午
前
中
を
中
心
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

県
内
外
か
ら
多
数
の
小
中
学
生
・
保
護
者
を

迎
え
て
盛
大
に
開
催
で
き
た
。

　

高
校
で
は
、
多
く
の
中
学
生
が
授
業
体
験

や
受
験
講
座
に
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組
ん

だ
り
、
興
味
が
あ
る
部
活
動
の
見
学
・
体
験

に
参
加
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
や
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
作
り
に
小
学
生
が
興
味
津
々
で
取
り
組

ん
だ
。

　

ま
た
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
併
せ
、第

19
回
中
学
生
ワ
ー
プ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
並
び
に

第
21
回
い
ず
も
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
た
が
、
参
加
者
に
は
日
頃
の
練
習
や
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
も
と
に
全
力
で
挑
戦
し
て
い

た
だ
い
た
。

高校　受験講座

中学校　氷と塩でアイスを作ろう
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漢
文
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
故
事
成
語

と
今
の
自
分
の
生
活
を
つ
な
げ
る
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

 

山
田
煉
士（
1-3 

島根
）

　
「
烏
合
の
衆
」…
規
律
も
統
一
も
な
く
寄

り
集
ま
っ
た
群
衆
。「
カ
ラ
ス
」は
数
が
多

い
が
ま
と
ま

り
が
無
い
こ

と
か
ら
、役
に

も
立
た
な
い

人
々
の
集
ま

り
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま

す
。

　

僕
は
こ
の

故
事
成
語
の

意
味
を
普
段

の
生
活
に
変

え
て
考
え
ま
し
た
。
学
校
や
部
活
動
で
は
、

集
団
行
動
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

集
団
で
い
る
か
ら
こ
そ
人
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
自
分
か
ら
何
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
僕
は
思

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
普
段
の
生
活
か

ら
、
自
ら
行
動
し
、
考
え
て
自
律
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、「
烏
合

の
衆
」
に
は
な
ら
ず
、
人
の
役
に
立
て
る

よ
う
な
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

 

井
掛
由
菜（
1-6 

小郡
）

　
「
愚
公　

山
を
移
す
」
…
た
え
ず
努
力

を
す
れ
ば
、
い
つ
か
必
ず
成
功
す
る
こ
と

の
た
と
え
。
愚
公
と
い
う
老
人
が
、
交
通

作
品
と
研
究

の
便
を
よ
く
す
る
た
め
に
一
族
で
自
宅
の

前
に
あ
る
山
を
崩
し
は
じ
め
た
。
こ
れ
を

見
た
人
が
、
そ
の
愚
か
さ
を
笑
っ
た
の
に

対
し
、
愚
公

は
、子
々
孫
々

続
け
れ
ば
い

つ
か
は
成
功

す
る
と
答
え

た
。そ
の
志
に

感
じ
た
天
帝

が
一
夜
で
山

を
移
さ
せ
た

と
い
う
。

　

四
月
か
ら

新
し
い
環
境

に
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
、
自
分
自
身
追
い
つ

け
て
い
な
い
部
分
が
と
て
も
多
い
た
め
、

今
の
私
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
こ
の
故
事

成
語
を
選
び
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
も
、

コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
し
続
け
て
乗
り
越
え
、

三
年
後
に
笑
顔
で
卒
業
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

 
加
藤
心
琴（
1-6 

出南
）

　
「
心
頭
を
滅
却
す
れ
ば
火
も
亦
涼
し
」…

無
念
無
想
の
境
地
に
至
れ
ば
、
火
も
熱
く

は
感
じ
な
く

な
る
。
ど
ん
な

苦
難
に
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を

超
越
し
た
境

地
に
至
れ
ば
、

苦
し
い
と
は

感
じ
な
く
な

る
も
の
で
あ

る
。
私
は
専
攻

の
楽
器
の
練

習
で
つ
ら
い

な
、
や
め
た
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
る
け

ど
、
毎
日
毎
日
、
積
み
重
ね
て
当
た
り
前

の
よ
う
に
練
習
し
て
乗
り
越
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
本
番
で
自
分
が
納

得
の
い
く
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

 

高
田
弥
月（
1-6 

黒瀬
）

　
「
一
将
功
成
っ
て
万
骨
枯
る
」…
功
績
が

目
立
つ
人
の
影
に
は
、
そ
れ
を
支
え
た
無

数
の
人
の
努
力
・
犠
牲
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。

　

現
在
の
自
分
は
、
成
功
し
た
と
き
自
分

は
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
っ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
失
敗
し
て
は
じ
め
て
た
く
さ
ん
の

人
が
支
え
て

い
て
く
れ
た

こ
と
に
気
付

く
。
逆
に
、自

分
が
誰
か
の

支
え
に
な
る

と
き
は
、そ
の

人
が
安
心
し

て
輝
け
る
場

所
を
つ
く
る

存
在
に
な
り

た
い
。
だ
か

ら
、失
敗
し
て

落
ち
込
ん
で
全
て
を
投
げ
捨
て
た
く
な
る

と
き
ほ
ど
「
一
将
功
成
っ
て
万
骨
枯
る
」

と
い
う
故
事
成
語
を
思
い
出
し
て
頑
張
ろ

う
と
思
う
。

 

原　

乎
華（
1-6 

斐東
）

　
「
渇
す
れ
ど
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
」…

ど
ん
な
に
苦
し
い
境
遇
に
あ
っ
た
場
合
で

も
、
決
し
て
悪
事
に
は
手
を
出
さ
な
い
と

い
う
こ
と
。

　

孔
子
が
旅

行
し
て
い
る

と
き
に
、盗
泉

と
い
う
名
の

泉
の
側
を
通

り
か
か
っ
た
。

孔
子
は
か
ら

か
ら
に
喉
が

渇
い
て
い
た

が
、「
盗
泉
」と

い
う
泉
の
名

を
嫌
い
、「
名

前
だ
け
で
も
身
が
汚
れ
る
」
と
言
っ
て
そ

の
水
を
飲
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

今
の
自
分
は
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
と
弱

音
を
吐
い
て
近
道
を
し
よ
う
と
し
て
し
ま

う
の
で
、
そ
う
い
う
時
こ
そ
冷
静
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
私
は
美
術
部
な

の
で
、
作
品
の
締
め
切
り
が
迫
っ
て
も
あ

せ
っ
て
作
業
が
雑
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
た
い
。

今月の
 1枚「ご来光」 飯塚　真子　　（ 1-3）出三


